
・
持
続
可
能
な
水
道
を

く
環
境
の
変
化

・
厳
し
さ
を
増
す
水
道

・
水
道
事
業
が
抱
え
る

・
経
営
努
力
を
行
っ
て

・
今
後
の
財
源
確
保
の

・
料
金
体
系
の
見
直
し

・
下
水
道
事
業
を
取
り

・
料
金
体
系
の
見
直
し

・
建
設
か
ら
維
持
管
理

・
水
道
事
業
を
取
り
巻

の
お
財
布
事
情

増
え
る
コ
ス
ト
・
減
る
人
口

課
題

も
な
お

考
え
方

の
方
向
性

目
指
し
て

巻
く
環
境
の
変
化

の
方
向
性

時
代
へ

・
厳
し
さ
を
増
す
下
水

道
の
お
財
布
事
情

フ
ェ
ー
ズ
移
行

下
水
道
事
業

水
道
事
業

増
え
る
コ
ス
ト
・
減
る
人
口

・
料
金
に
つ
い
て



口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
出

て
く
る
安
全
な
水
。
水
道
水
を
そ

の
ま
ま
飲
め
る
の
は
、
世
界
で
も

わ
ず
か
11
カ
国
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
安
全
な
水
を
安
定

し
て
提
供
で
き
る
水
道
を
次
世
代

に
確
実
に
引
き
継
い
で
い
く
に

は
、
健
全
な
経
営
を
維
持
し
な
が

ら
、
老
朽
化
施
設
を
更
新
し
、
ま

た
、
災
害
へ
の
備
え
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
、
川
島
の
水
道
事

業
の
経
営
は
、
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
で
、
非
常
に
厳
し
い

局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
皆
さ
ん
に
川
島
の
水
道
の
現
状

と
課
題
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

経
営
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

水導事業は

「独立採算制」民
の
皆
さ
ん
に
、

安
心
し
て
水
道
水
を
お

使
い
い
た
だ
く
た
め
に

必
要
な
施
設
設
備
と
維

持
管
理
の
経
費
は
、

「
税
金
」
で
は
な
く
一

般
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

は
別
の
お
財
布
で
あ
る

「
水
道
料
金
収
入
」
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
独
立
採
算
制
と

い
い
ま
す
。

町

厳
し
さ
を
増
す
水
道
の
お
財
布
事
情

令
和
５
年
度

単
年
度
収
支
埼
玉
県
内
で
唯
一
、
5
年
連
続
赤
字

48%

40%

12%
水道施設を更新・耐震化

するための費用

55,099万円

（令和５年度）

26,248万円

21,975万円

借入金の返済
6,876万円

水道料金の使い道
水道料金は、どのようにつかわれている?

水道水をつくってお

届けするための費用

古くなった水道管の耐震化、施設設備の更

新のために借りたお金の返済に約６割が支

払われています。

△ 2.0

0.0

2.0

4.0

H２９ H３０ R元 R２ R３ R４ R５

の
水
道
事
業
は
、
今
後
、
施
設
の

更
新
需
要
が
高
ま
る
こ
と
や
、
人
口
減

少
、
節
水
型
社
会
の
転
換
な
ど
で
、
水

道
料
金
収
入
が
年
々
減
少
す
る
一
方
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
な
ど
の

施
設
整
備
費
が
増
大
し
て
お
り
、
ま

た
、
物
価
上
昇
の
影
響
に
よ
り
、
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
困

難
な
状
況
で
す
。
今
後
、
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
職
員
数
の
削
減
や
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
様
々

な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
効
率
化
の
経
営
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
元
年

度
以
降
は
経
営
状
況
は
赤
字
が
続
い
て

い
る
状
況
で
す
。

水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題

町

課題
１
水
道
料
金
収
入
の
減
少

（千万円）

35.0

40.0

45.0

H7 H20 H27 R5

（千万円）

道
を
維
持
す
る
た
め
の

財
源
に
な
る
水
道
料
金
収
入

は
、
給
水
人
口
が
減
っ
て
い
る

こ
と
や
節
水
機
器
の
普
及
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と

見
込
ま
れ
、
財
源
の
確
保
が
さ

ら
に
厳
し
く
な
り
ま
す
。

水
給
水
人
口
の
減
少
、
節

水
機
器
の
普
及
な
ど
の

影
響…

DOWN!!

1990年代頃

約15ℓ
約5ℓ

昔今

公営企業

安全な水道水の提供や水道

施設の更新をします

水道料金を

課題
２

島
町
で
は
、
高
度
成
長
期
に
整
備
し
た

水
道
管
が
今
後
、
更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。

水
道
管
の
老
朽
化
は
、
漏
水
事
故
な
ど
の
発
生

リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
計
画
的
に
更
新
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
様
に
施
設

設
備
に
お
い
て
も
、
故
障
が
発
生
す
る
と
水
を

送
り
出
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
水
道
管
や

施
設
設
備
の
更
新

川

蛇

35.4

いただきます

安全な水道水を利用

いただきます

お客さま

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境



10.0

20.0

30.0

H30 R5 R10 R15

経
営
努
力
を
行
っ
て
も
な
お…

不
足
す
る
施
設
更
新
に
必
要
な
財
源

道
事
業
は
、
料
金
収
入
を
財
源
に
経
営
す

る
独
立
採
算
制
で
運
営
し
て
お
り
、
安
全
な
水

を
24
時
間
３
６
５
日
、
お
届
け
す
る
の
が
使
命

で
す
。

そ
の
た
め
、
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
対
策
な

ど
に
、
多
額
の
施
設
更
新
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
近
年
は
燃
料
費
高
騰
の
な
ど
、
水
道

を
取
り
巻
く
経
営
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。人

口
減
少
な
ど
も
影
響
し
、
水
道
料
金
は
減

少
し
て
お
り
、
必
要
な
資
金
の
捻
出
は
経
営
努

力
だ
け
で
は
困
難
な
状
況
で
、
長
期
的
な
収
支

の
均
衡
の
た
め
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金

借
入
金

緊急避難所

吹塚浄水場

までの

機械・電気
平沼浄水場

老朽管更新

設備更新

機械・電気
設備更新

管の耐震化

（千万円）

今後の財源確保の考え方
の
在
り
方
の
検
討

道
事
業
は
を
持

続
的
に
運
営
す
る
に

は
、
今
後
も
さ
ら
に
経

営
努
力
を
続
け
る
と
と

も
に
、
施
設
を
更
新
す

る
費
用
の
財
源
に
、
企

業
債
を
発
行
し
、
長
期

の
借

入
金
を
効
果
的
に
活
用

し
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
料
金

水
準
や
体
系
で
は
、
事

業
の
運
営
の
継
続
は
難

し
い
状
況
の
た
め
、
水

道
料
金
を
見
直
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

水

水

将
来
の
経
営
へ
の
影
響
を

道
施
設
は
、
世
代
を
超

え
て
長
く
使
用
で
き
、
現
在

の
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
将

来
の
利
用
者
の
財
産
で
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
施
設
の
更
新

費
用
を
現
在
利
用
者
だ
け
で

な
く
、
次
世
代
に
も
負
担
し

て
も
ら
う
企
業
債
の
活
用

は
、
世
代
間
負
担
を
均
衡
で

き
る
資
金
調
達
の
方
法
で

す
。
将
来
次
世
代
へ
の
過
度

な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

適
切
に
運
用
し
て
い
き
ま

企
業
債
の
活
用
と
料
金

最
小
限
に
企
業
債
を
活
用

水

の
水
道
事
業
は
、
平
成
15
年
に
値
下
げ
し
て
以
降
、
実
質
的
に
22
年
間
水
道
料
金
を
据
え

置
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
見
直
し
で
は
、
単
に
料
金
水
準
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
人
口
減
少
や
水

の
使
わ
れ
方
の
変
化
に
合
わ
せ
た
料
金
の
仕
組
み
へ
、
上
下
水
道
事
業
審
議
会
で
の
議
論
に
基
づ

き
、
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
需
要
の
変
化
に
対
応
し
た
料
金
体
系
へ

水料
金
の

仕
組
み

川
島
町
の

水
道
料
金
体
系

道
料
金
は
、
使
用
水
量
に
よ
ら
な
い
定
額

負
担
の
「
基
本
料
金
」
と
、
使
用
水
量
に
応
じ
た

「
従
量
料
金
」
と
で
構
成
さ
れ
、
使
用
水
量
が
多

く
な
る
ほ
ど
、
料
金
単
価
が
高
く
な
る
逓
増
型
従

量
料
金
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
（
下
水
道
も
同
じ

し
く
み
で
す
）

水

て
い
ぞ
う

ていぞう

持
続
可
能
な

水
道
を
目
指
し
て

料
金
体
系
の
見
直
し
の
方
向
性

次
世
代
に
つ
な
ぐ

震
性
が
足
り
な
い
水
道
施
設
を
放
置

す
る
ほ
か
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
を
先
延
ば

し
す
る
と
、
漏
水
事
故
が
頻
発
し
た
り
、
災

害
で
大
規
模
な
断
水
を
引
き
起
こ
し
た
り

し
、
町
民
生
活
や
医
療
活
動
に
影
響
を
与
え

ま
す
。

そ
こ
で
、
川
島
町
で
は
、
安
全
な
水
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
、
災
害
に
強
い
水
道
を

構
築
し
、
次
世
代
に
確
実
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
持
続
可

能
な
水
道
を
目
指
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

耐

す
。

基
幹
管
路

耐
震
化

老
朽
施
設

の
更
新

借
入
金

返
済

水を作って
お届する費用



11.0

13.0

15.0

H20 H27 R5 R10 R15

15%

17%

7%

61%

下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

町
の
行
政
人
口
は
、
少
子
高
齢

化
や
転
出
超
過
を
背
景
に
、
平
成

12
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
処
理
区

域
内
人
口
に
つ
い
て
も
、
令
和
６

年
度
以
降
も
減
少
傾
向
が
続
く
見

込
み
で
す
。

民
の
皆
さ
ん
に
、

安
心
し
て
下
水
道
を
お
使

い
い
た
だ
く
た
め
に
必
要

な
施
設
整
備
と
維
持
管
理

の
経
費
は
、
「
税
金
」
で

町

厳
し
さ
を
増
す
下
水
道
の
お
財
布
事
情

令
和
５
年
度

単
年
度
収
支
赤
字
に
な
り
状
況
は
悪
化
し
て
い
く

18,441万円

（令和５年度）

1,360万円

下水道使用料金の使い道
下水道使用料金は、どのようにつかわれている?

下
水
道
事
業
の
収
益
的
収
入
は
今
後
、
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、

人
口
減
少
、
節
水
型
社
会
の
転
換
な
ど
で
、
使

用
料
金
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、
管
き
ょ
（
マ

ン
ホ
ー
ル
や
下
水
道
管
）
の
老
朽
化
に
伴
う
整

備
費
が
増
大
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
町
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
黒
字
を
保
っ
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
の
定
め
る
基

準
に
基
づ
か
な
い
繰
入
金
は
な
く
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
物
価
変
動
に
起

因
し
て
、
荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
の
維
持
管
理

負
担
金
も
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。

下
水
道
事
業
で
は
経
営
努
力
を
重
ね
て
お
り

町

課題

（千万円）

下
水
道
使
用
料
金
は
、
水
道
水

の
使
用
水
量
を
汚
水
と
し
て
下
水

道
に
流
す
＝
汚
水
量
と
し
て
算
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
下
水
道
使
用
料
は
、
消
費

税
改
正
な
ど
を
除
き
平
成
元
年
か

ら
値
上
げ
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
下
水
道
使
用
料
収
入
は
、
平

成
27
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と
見

込
ま
れ
、
財
源
の
確
保
が
さ
ら
に

厳
し
く
な
り
ま
す
。

使用料金を

建設から維持管理の時代へ

いただきます

の
下
水
道
事
業
は
、
埼
玉
県

の
荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
関
連
公

共
下
水
道
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

開
発
区
域
を
除
く
住
居
エ
リ
ア
の

汚
水
管
き
ょ
整
備
は
既
成
し
て
い

ま
す
。 町

住居エリア
管きょ整備完了

6,000

8,000

10,000

H
30 R
5

R
10
R
15
R
20
R
25

新河岸川
水循環ｾﾝﾀｰ

公営企業

は
な
く
「
使
用
料
金
収
入
」
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
独
立
採
算
制
と
い
い
ま

す
。

高度処理後、荒川に放流

※

雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
然
現

象
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
守
る
目
的

で
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
公
費

（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

△ 6.0

△ 4.0

△ 2.0

0.0

2.0

R3 R5 R10 R15

料
金
体
系
の
見
直
し
の
方
向
性

借入金の返済

後
、
下
水
道
事
業
で

は
、
人
口
減
少
や
老
朽
化
し
た

施
設
の
更
新
費
用
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
経
営
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
荒
川
右
岸

流
域
下
水
道
に
支
払
う
維
持
管

理
負
担
金
は
値
上
げ
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
川
島
町
で
は
、
安
全

で
安
定
し
た
、
下
水
道
を
構
築

し
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
必
要
な
財
源
の
確
保

を
す
べ
く
、
下
水
道
使
用
料
を

改
正
し
た
い
考
え
で
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
使
用
料
を
改

定
し
た
い
考
え
で
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

水
道
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
に

な
る
使
用
料
金
収
入
は
、
下
水
道
を
使
用

し
て
い
る
利
用
者
の
方
々
が
排
出
し
た
汚

水
量
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の

で
す
。 下

今

下水道管やマンホールの建設工事費用の

（千万円）

されます。

11,158万円

出典：荒川下水道公社ＨＰ

下水道施設維持管理

流域下水道負担金

事務費

は下水管へ流れます。 全体計画区域

和光市の下水道処理場で
下水道管を

借入金の返済額が６割をしめています。

2,840万円

3,083万円

流れ…

※雨水事業は除いています

生活排水や事業系排水

ま
す
が
財
源
の
確
保
が
困
難

な
状
況
で
さ
ら
な
る
経
営
改

善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

出典：荒川下水道公社ＨＰ


